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は
じ
め
に

　

群
馬
県
の
榛
名
山
東
南
麓
の
地
に
は
、
平
安
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
の

千
葉
氏
の
武
将
や
、
そ
の
先
祖
平
良
文
・
平
将
門
ら
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
氏
が
勢
力
を
持
っ
て
い
た
の
は
上
総
・
下
総

の
両
総
地
域
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
世
に
は
上
州
の
寺
社
縁
起
や

地
名
の
由
来
に
登
場
し
、
上
野
国
総
社
の
辺
り
に
居
住
し
て
い
た
と
い
う

説
ま
で
生
じ
る
に
至
る
。
こ
れ
ら
の
伝
承
の
中
で
二
大
伝
説
と
も
い
え
る

話
は
、
榛
名
山
系
の
東
端
の
「
船ふ
に
ゅ
う尾
山さ
ん

」
と
呼
ば
れ
る
山
に
あ
っ
た
大
寺

院
が
千
葉
氏
の
軍
勢
に
よ
っ
て
炎
上
し
た
話
（
船
尾
山
に
関
す
る
伝
承
）

と
、
同
じ
く
榛
名
山
系
の
相
馬
嶽
を
仰
ぎ
見
る
国
府
の
地
に
あ
っ
た
妙
見

院
息
災
寺
に
千
葉
氏
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
話
（
花
園
妙
見
の
伝
承
）
で

あ
る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
船
尾
山
の
縁
起
の
登
場
人
物
に
千
葉
常
将
が
設
定
さ

れ
た
理
由
と
し
て
、
妙
見
信
仰
を
奉
じ
た
修
験
者
と
そ
の
拠
点
と
な
っ
た

花
園
妙
見
社
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
注
１る
。
船
尾
山
の
縁

起
の
諸
伝
本
や
所
蔵
者
に
つ
い
て
も
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
、
縁
起
の
管

理
や
作
成
の
背
景
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
注
２る

。

　

船
尾
山
炎
上
の
経
緯
を
語
る
伝
承
は
、
群
馬
県
榛
東
村
の
船
尾
山
柳
り
ゅ
う

沢た
く

寺じ

の
縁
起
の
ほ
か
に
も
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
、
特
に
千
葉
氏
の
妙
見

信
仰
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
高
崎
市
引
間
の
花
園
妙
見
の
縁

起
や
、
高
崎
市
箕
郷
町
の
大
嶽
山
滝り
ゅ
う

沢た
く

寺じ

の
縁
起
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、
船
尾
山
を
め
ぐ
る
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
が

ど
の
よ
う
に
書
き
表
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ま
だ
充
分
に

考
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
先
学
の
成
果
を
踏
ま
え
、
各
縁
起
の
内
容
を
比
較
検
討
す
る

こ
と
で
、
各
寺
院
が
千
葉
氏
の
伝
承
を
ど
の
よ
う
に
取
り
込
ん
だ
の
か
考

察
し
て
み
た
い
。

榛
名
山
東
南
麓
の
千
葉
氏
伝
承

│
│
寺
社
縁
起
を
中
心
に
│
│

青

木

祐

子

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド　

①
千
葉
氏　

②
船
尾
山　

③
花
園
妙
見　

④
修
験
﹈
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一
、
船
尾
山
柳
沢
寺
の
縁
起

　

北
群
馬
郡
榛
東
村
山
子
田
字
御
堀
に
あ
る
船
尾
山
柳
沢
寺
は
、
千
手
観

世
音
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
、
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
地
元
で
は
「
や
な

ぎ
さ
わ
じ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
世
に
は
天
台
宗
の
談
義
所
と
し
て

著
名
な
寺
で
あ
っ
注
３た
。
こ
こ
は
か
つ
て
桃
井
郷
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
あ
る
。

中
世
後
期
に
関
東
天
台
の
布
教
活
動
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
柳
沢
寺
が
室

町
後
期
か
ら
こ
の
地
方
の
天
台
の
教
線
拡
張
の
中
心
寺
院
と
な
っ
注
４た

。
近

世
の
寺
領
は
朱
印
三
十
石
で
、
世
良
田
長
楽
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
。
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）
写
で
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
の
本
奥
書
を
持
つ
『
船

尾
山
柳
沢
寺
所
伝
ノ
縁
起
』
と
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
写
の
『
船
尾

山
記
并
引
』、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
写
の
『
船
尾
山
等
覚
院
柳
沢
寺

境
内
思
河
大
吉
祥
弁
財
功
徳
天
女
略
縁
記
』
を
所
蔵
し
て
い
る
。
寺
の
東

隣
に
千
葉
常
将
を
祀
っ
た
常
将
神
社
が
あ
る
。

　

榛
名
山
麓
に
は
「
船
尾
記
」
や
「
船
尾
山
由
来
記
」
等
の
名
を
持
つ
写

本
が
二
十
本
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
で
近
世
中
期
以
降
書
写
さ
れ
、

家
々
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近
藤
義
雄
氏
は
こ
れ
ら
の
伝
本
を
第
一

類
（
十
二
段
構
成
。
地
名
伝
説
を
多
く
取
り
入
れ
、
再
生
譚
の
部
分
が
詳

し
い
）・
第
二
類
（
六
段
構
成
。
和
歌
や
道
行
が
あ
り
美
文
。
浄
瑠
璃
の

台
本
的
）・
第
三
類
（
こ
の
地
方
の
祠
堂
や
社
寺
の
縁
起
）
に
分
類
し
て

い
注
５る
。
柳
沢
寺
が
蔵
す
る
船
尾
山
の
縁
起
は
こ
の
第
三
類
に
あ
た
る
。

　

次
に
各
伝
本
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
梗
概
を
記
す
。
東
国
巡
教
中
の
伝
教
大

師
最
澄
に
群
馬
の
太
輔
満
行
が
帰
依
し
て
、
榛
名
山
の
船
尾
滝
の
近
く
に

大
伽
藍
を
建
立
し
た
。
千
手
観
音
を
本
尊
と
し
、
寺
は
繁
栄
し
た
。
下
総

の
千
葉
常
将
は
嫡
子
が
い
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
子
授
け
の
祈
願
の
た
め
に

夫
婦
で
こ
の
観
音
に
参
詣
し
て
男
子
を
授
か
っ
た
。
相あ
い

満み
つ

と
名
付
け
ら
れ

た
若
君
は
、
十
歳
の
時
に
船
尾
山
の
稚
児
に
な
っ
た
が
、
十
七
歳
の
時
に

山
王
の
祭
り
で
天
狗
に
攫
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
常
将
は
軍
勢
を
率
い
て
船

尾
山
へ
行
き
、
誤
解
か
ら
寺
の
衆
徒
と
合
戦
に
な
り
、
寺
を
焼
き
払
っ
て

し
ま
っ
た
。
す
る
と
焼
け
跡
に
天
狗
が
相
満
を
連
れ
て
現
れ
、
雲
上
か
ら

事
の
次
第
を
告
げ
た
。
常
将
は
寺
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
自

害
し
、
郎
党
も
そ
の
後
を
追
っ
た
。
常
将
の
妻
は
こ
の
悲
報
を
聞
き
、
下

総
か
ら
は
る
ば
る
船
尾
山
に
の
ぼ
り
、
夫
や
一
族
を
弔
う
た
め
に
一
寺
を

建
立
し
た
。
そ
の
後
、
妻
も
自
害
し
、
弁
財
天
女
と
し
て
祀
ら
れ
た
。
以

上
が
船
尾
山
の
縁
起
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
内
容
で
、
寺
院
草
創
の
由
来
、
合

戦
に
よ
る
焼
亡
、
寺
の
再
建
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
船
尾
山
の
縁
起
に
類
似
し
た
話
が
、
十
四
世
紀
中
頃
ま
で
に
成
立

の
『
神
道
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寺
院
建
立
と
炎
上
後
の
再
興
と
い

う
点
か
ら
両
者
の
相
違
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。「
船
尾
記
」

の
諸
伝
本
の
書
写
年
代
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
榎
本
千
賀
氏
の
論
考
を
参

照
し
注
６た

。

※ 

『
神
道
集
』
巻
第
八
│
四
十
七
話
「
上
野
群
馬
郡
桃
井
郷
上
村
内
八
箇

権
現
注
７事
」

群
馬
郡
桃
井
郷
の
田
烈ツ

ラ

藤
次
家
保
が
船
尾
山
に
船
尾
寺
と
石
巌
寺
を

建
立
す
る
。
寺
を
焼
失
さ
せ
た
者
は
上
野
国
司
の
桃
苑
左
大
将
家
光
。

そ
の
子
息
で
あ
る
稚
児
の
名
は
月
塞
。

　

↓ 
寺
院
炎
上
後
、
稚
児
の
一
族
が
神
と
あ
ら
わ
れ
、
後
に
麓
の
津

祢
の
宮
に
祀
ら
れ
た
。
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※
船
尾
山
の
縁
起

群
馬
の
国
府
に
住
ん
で
い
た
群
馬
太
輔
満
行
が
伝
教
大
師
の
た
め
に

寺
院
（
伝
本
に
よ
っ
て
寺
院
名
が
異
な
る
）
を
建
立
す
る
。
寺
を
焼

失
さ
せ
た
者
は
、
桓
武
天
皇
の
後
胤
平
忠
常
の
子
、
千
葉
常
将
（
ま

た
は
常
政
）。
稚
児
の
名
は
相
満
。

○
『
船
尾
山
柳
沢
寺
所
伝
ノ
縁
注
８起
』

船
尾
山
中
に
独
鈷
山
妙
見
院
息
災
寺
を
建
立
。

　

↓
寺
院
炎
上
後
、
常
将
の
妻
子
が
楊
沢
寺
を
建
立
。

　

↓ 

寺
の
名
前
を
柳
沢
寺
に
変
え
て
現
在
の
位
置
（
山
子
田
村
）
に

移
っ
た
。

○
第
一
類
本
「
船
尾
記
」

国
府
4

4

に
独
鈷
山
妙
見
院
息
災
寺
を
建
立
し
た
後
、
船
尾
山
中
に
船
尾

山
東
学
院
楊
沢
寺
を
建
立
。

　

↓
楊
沢
寺
炎
上
後
、
常
将
の
妻
が
麓
に
柳
沢
寺
を
建
て
た
。

○
第
二
類
本
「
船
尾
記
」

船
尾
山
中
に
船
尾
山
東
学
院
柳り

ゅ
う

沢た
く

寺じ

を
建
立
。

　

↓
炎
上
後
、
山
号
院
号
は
そ
の
ま
ま
で
寺
号
を
柳

や
な
ぎ

沢さ
わ

寺じ

と
改
め
た
。

　

第
二
類
本
に
は
息
災
寺
の
名
が
み
ら
れ
な
い
。
他
の
船
尾
山
の
縁
起
で

は
、
寺
を
建
て
た
場
所
が
船
尾
山
と
国
府
と
い
う
違
い
は
あ
れ
ど
、
最
初

に
建
立
さ
れ
た
寺
院
の
名
が
「
独
鈷
山
妙
見
院
息
災
寺
」
で
あ
る
。
現
在
、

高
崎
市
引
間
町
に
「
三
鈷
山
吉
祥
院
妙
見
寺
」
と
い
う
寺
院
が
あ
り
、
こ

れ
が
「
息
災
寺
」
の
後
身
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
千
葉
氏
の
守

護
神
で
あ
る
妙
見
大
菩
薩
は
こ
の
寺
か
ら
勧
請
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

船
尾
山
の
縁
起
に
息
災
寺
の
名
が
出
て
く
る
こ
と
と
、
主
要
登
場
人
物
に

千
葉
氏
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

千
葉
氏
の
伝
承
や
系
図
類
に
お
い
て
、
常
将
は
千
葉
氏
の
祖
と
さ
れ
る

人
物
で
あ
る
。
そ
の
中
に
彼
が
上
野
国
に
関
わ
っ
た
と
い
う
記
述
は
見
ら

れ
ず
、
千
葉
氏
が
船
尾
山
を
焼
い
た
と
い
う
逸
話
は
当
地
に
お
い
て
創
作

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
の
一
つ
に
、
常
将

が
妙
見
の
化
身
の
天
人
と
夫
婦
に
な
り
、
常
長
が
生
ま
れ
た
と
い
う
羽
衣

伝
承
が
あ
注
９る

。
船
尾
山
縁
起
に
お
い
て
、
常
将
の
妻
が
自
害
し
た
後
に
弁

財
天
女
（
あ
る
い
は
大
悲
天
女
）
と
し
て
柳
沢
寺
境
内
に
祀
ら
れ
た
と
い

う
部
分
は
、
こ
の
常
将
天
人
女
房
譚
の
影
響
を
思
わ
せ
る
記
述
で
あ
る
。

　

船
尾
山
の
縁
起
は
、『
神
道
集
』
の
「
八
箇
権
現
事
」
や
在
地
の
伝
承

を
も
と
に
成
り
立
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
登
場
人
物
を
千
葉
氏
に

設
定
す
る
こ
と
で
、
下
総
国
と
上
野
国
を
行
き
来
す
る
と
い
う
規
模
の
大

き
な
話
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
満
行
に
よ
る
寺
院
建
立
と
千
葉
氏
に
よ

る
炎
上
再
興
と
い
う
、
時
代
的
に
も
氏
族
的
に
も
関
連
し
な
い
二
つ
の
話

を
、「
妙
見
」
と
「
千
葉
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
こ
と
で
繋
げ

よ
う
と
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
千
葉
常
将
の
一
族
は
皆
自
害
し
、
嫡
子

相
満
は
天
狗
と
と
も
に
去
っ
た
と
い
う
結
末
で
あ
る
。
千
葉
氏
の
伝
承
を

利
用
し
な
が
ら
も
、
そ
の
千
葉
氏
が
亡
ん
で
し
ま
う
と
い
う
矛
盾
し
た
内

容
を
孕
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
伝
承
を
作
り
上
げ
語
っ
た
人
々
の
、

千
葉
妙
見
信
仰
に
対
す
る
距
離
感
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

二
、
花
園
妙
見
の
縁
起

　

高
崎
市
引
間
町
字
花
園
に
あ
る
三
鈷
山
吉
祥
院
妙
見
寺
は
、
妙
見
菩
薩
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を
本
尊
と
す
る
、
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
以
下
、
主
に
『
妙
見
寺
10
注誌
』

を
参
照
し
、
寺
の
沿
革
を
記
す
。『
続
日
本
紀
』
の
光
仁
天
皇
宝
亀
八
年

（
七
七
七
）
八
月
十
五
日
条
に
、
河
内
国
の
妙
見
寺
に
上
野
国
群
馬
郡
か

ら
五
十
烟
の
封
戸
を
出
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
封
戸
施
入
が
契

機
と
な
っ
て
、
上
野
国
に
も
妙
見
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

十
世
紀
後
半
成
立
の
『
僧
妙
達
蘇
生
注
記
』
に
は
上
野
国
の
「
妙
見
寺
」

の
名
が
み
え
る
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
隣
の
字
で
あ
る
東
国
分
か

ら
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
銘
の
梵
鐘
が
出
土
し
た
。
銘
文
に
は
「
上

野
刕
群
馬
郡
府
中
妙
見
寺
」
と
あ
り
、
上
野
国
守
護
代
長
尾
憲
明
が
寄
進

し
た
旨
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
現
在
の
妙
見
寺
境
内
に
は
応
永
三
年
（
一
三

九
六
）
在
銘
の
台
座
や
、
室
町
期
と
推
定
さ
れ
る
宝
塔
や
石
殿
が
あ
る
。

室
町
期
に
妙
見
寺
は
総
社
長
尾
氏
の
外
護
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
長
尾
氏

の
没
落
に
伴
っ
て
、
衰
微
し
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）

に
僧
亮
瞬
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
、
徳
川
家
光
に
十
八
石
五
斗
の
朱
印
を
与

え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
明
和
年
間
（
一
七
六
四
〜
七
二
）、
文
化
四
年
（
一

八
〇
七
）、
翌
五
年
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
と
、
度
重
な
る
火
災
に

見
舞
わ
れ
た
。
現
在
の
本
殿
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
初
期
の
成
立
と
さ
れ
る
『
源
平
闘
諍
録
』
や
、
室

町
中
期
頃
に
千
葉
妙
見
の
別
当
尊
光
院
で
制
作
さ
れ
た
『
千
学
集
』（
遺

失
）
を
江
戸
期
に
抜
書
き
し
た
と
い
う
『
千
学
集
抜
粋
』
な
ど
、
千
葉
氏

に
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
作
ら
れ
た
伝
承
資
料
に
お
い
て
は
、
下
総
千
葉
氏

が
守
護
神
と
し
て
勧
請
し
た
妙
見
大
菩
薩
は
、
上
州
群
馬
郡
花
園
の
里
の

七
星
山
息
災
寺
に
鎮
座
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
永
仁
六

年
（
一
二
九
八
）
の
書
写
奥
書
を
持
つ
『
上
野
国
神
名
帳
』
の
群
馬
西
部

の
部
に
は
「
従
三
位
息
災
寺
小
祝
明
神
」
と
あ
り
、
近
世
に
は
こ
の
息
災

寺
が
妙
見
寺
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
11
注た

。

　

花
園
妙
見
の
縁
起
に
は
、
国
府
郷
土
誌
本
『
萩
花
園
星
神
記
』（
明
治

三
年
写
）、
大
山
好
弘
氏
蔵
『
萩
花
園
星
神
記
』（
書
写
年
代
不
明
）
と
『
花

園
星
神
記
』（
明
治
十
四
年
写
）、
近
年
大
島
由
紀
夫
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
・

紹
介
さ
れ
た
東
京
都
台
東
区
の
長
国
寺
蔵
『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』（
近

世
後
期
写
）
が
あ
12
注る

。
長
国
寺
蔵
本
は
、
和
田
山
村
（
現
・
高
崎
市
箕
郷

町
和
田
山
）
の
松
本
兵
右
衛
門
平
常
正
が
千
葉
妙
見
寺
に
奉
納
し
た
も
の

で
あ
13
注る
。
末
尾
に
、
橘
豊
村
に
よ
る
染
谷
川
の
故
事
を
万
葉
仮
名
で
詠
じ

た
長
歌
を
載
せ
る
。

　
『
妙
見
寺
誌
』
に
よ
れ
ば
、
妙
見
の
縁
起
は
近
世
初
期
の
妙
見
寺
再
興

後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
作
成
に
際
し
て
各
地
の
妙
見
縁
起
類
を
も
と

に
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
現
在
伝
わ
る
諸
本
は
、
享
禄
元

年
（
一
五
二
八
）・
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
成
立
の
『
千
葉
妙
見
大

縁
起
絵
14
注巻

』（
千
葉
市
栄
福
寺
蔵
）
や
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
成
立

の
『
下
総
国
千
葉
郷
妙
見
寺
大
縁
15
注起

』（
相
馬
市
歓
喜
寺
蔵
）
と
共
通
す

る
内
容
を
多
く
含
ん
で
い
る
。

　

以
下
、
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
と
比
較
す
る
た
め
、『
上
毛
花
園
星
神
縁

記
』
の
内
容
を
Ａ
か
ら
Ｊ
に
分
け
た
。

Ａ　

元
正
天
皇
の
御
宇
、
管
領
上
野
大
掾
藤
原
忠
明
卿
が
、
花
園
村
の
乾

に
当
た
る
小
祝
の
池
に
北
斗
七
星
が
天
か
ら
降
っ
た
の
を
見
る
。
池
を

浚
わ
せ
る
と
霊
亀
が
見
つ
か
っ
た
の
で
、
萩
の
花
園
に
祠
を
作
っ
て
そ

こ
に
置
い
た
。
そ
の
後
朝
廷
に
献
上
し
、
年
号
が
和
銅
か
ら
霊
亀
に
改
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元
さ
れ
た
。
再
び
忠
明
卿
は
関
東
下
向
の
勅
命
を
蒙
り
、
霊
亀
を
元
の

池
に
納
め
た
。

Ｂ　

聖
武
天
皇
天
平
元
年
（
七
二
九
）
三
月
二
十
二
日
の
夜
半
、
小
祝
の

池
が
鳴
動
し
、
亀
は
光
り
輝
き
な
が
ら
天
に
昇
り
、
北
斗
七
星
に
入
っ

た
。
こ
の
こ
と
が
都
へ
伝
え
ら
れ
、
占
い
の
結
果
、
妙
見
社
が
建
立
さ

れ
、
七
星
山
息
災
寺
と
号
し
た
。
ま
た
国
分
寺
も
建
立
さ
れ
た
。
本
尊

は
七
仏
薬
師
如
来
で
あ
る
。

Ｃ　

承
平
二
年
（
九
三
二
）
桓
武
天
皇
の
曾
孫
、
鎮
守
府
将
軍
村
岡
陸
奥

守
平
良
文
が
勅
命
を
受
け
、
常
陸
大
掾
国
香
を
征
伐
す
べ
く
、
上
野
国

群
馬
郡
の
染
谷
川
で
対
戦
し
た
。
良
文
は
妙
見
菩
薩
の
加
護
に
よ
り
勝

利
し
た
。
妙
見
は
星
の
神
の
化
身
で
あ
る
と
名
乗
っ
た
。

Ｄ　

良
文
は
星
の
宮
を
里
人
に
尋
ね
、
相
馬
小
次
郎
将
門
、
村
岡
小
五
郎

資
通
、
陸
奥
権
介
忠
頼
、
鎌
倉
中
将
忠
光
、
上
野
介
良
時
、
粟
飯
原
文

次
郎
常
時
等
の
七
騎
で
向
か
い
、
七
番
の
小
笠
懸
を
射
て
奉
っ
た
。
良

文
の
家
臣
、
粟
飯
原
文
次
郎
は
山
伏
姿
と
な
っ
て
息
災
寺
に
留
ま
り
、

謀
を
以
っ
て
妙
見
尊
像
一
体
を
持
ち
出
し
、
上
野
国
平
井
で
一
宿
し
た

後
、
良
文
の
領
地
で
あ
る
武
蔵
国
藤
田
に
社
を
立
て
て
神
楽
を
奉
納
し

た
。
そ
の
後
、
鎌
倉
の
村
岡
に
寺
を
建
立
し
て
妙
見
尊
を
安
置
し
、
平

家
千
葉
の
守
護
神
と
し
て
祀
っ
た
。

Ｅ　

良
文
の
母
が
北
斗
七
星
に
祈
る
と
、
七
星
の
化
身
の
童
子
が
現
れ
、

良
文
を
授
け
た
。
そ
れ
ゆ
え
良
文
は
北
斗
の
神
の
守
護
を
受
け
た
。

Ｆ　

武
蔵
国
秩
父
の
妙
見
は
、
良
文
の
四
代
孫
秩
父
三
郎
武
基
（
忠
常
の

甥
）
が
勧
請
し
た
処
で
あ
る
。
武
基
の
父
将
常
は
兄
忠
常
の
謀
叛
に
与

し
て
討
死
し
、
武
基
は
佐
渡
に
流
さ
れ
亡
く
な
っ
た
。
武
基
の
嫡
子
武

綱
は
本
領
を
召
し
上
げ
ら
れ
て
蟄
居
し
て
い
た
が
、
妙
見
に
祈
請
し
、

満
願
の
夜
に
霊
夢
を
見
た
。
そ
の
霊
夢
に
従
い
、
源
義
家
の
先
陣
を
務

め
て
、
武
衡
家
衡
の
反
逆
を
征
伐
し
た
。
そ
の
功
に
よ
っ
て
秩
父
の
庄

を
賜
り
、
従
五
位
下
伊
予
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

Ｇ　

上
総
の
仁
見
・
植
野
・
大
椎
・
下
総
の
大
友
・
千
葉
郷
の
妙
見
も
、

す
べ
て
上
野
国
花
園
妙
見
社
を
移
し
奉
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
で

千
葉
の
妙
見
尊
は
、
千
葉
介
平
常
重
が
勧
請
し
た
も
の
で
、
数
度
の
合

戦
で
御
利
益
を
被
っ
た
。

Ｈ　

中
で
も
源
頼
朝
が
安
房
国
に
逃
れ
た
と
き
、
千
葉
介
常
胤
と
嫡
子
胤

正
は
一
族
郎
党
率
い
て
馳
せ
向
か
っ
た
。
し
か
し
遅
れ
て
出
立
し
よ
う

と
し
た
嫡
孫
成
胤
を
千
田
判
官
親
政
が
襲
っ
た
。
多
勢
に
無
勢
の
と
こ

ろ
を
、
成
胤
は
妙
見
に
祈
る
こ
と
で
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

を
聞
い
た
頼
朝
は
大
い
に
感
じ
て
妙
見
社
に
参
詣
し
た
。

Ｉ　

堀
川
院
の
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）、
下
総
の
千
葉
常
将
の
二
男
相

満
丸
が
、
学
問
の
為
に
上
野
国
船
尾
山
に
登
っ
た
が
、
行
方
不
明
に

な
っ
た
。
寺
の
仕
業
で
あ
る
と
恨
ん
だ
常
将
は
兵
を
率
い
て
馳
せ
登
り
、

一
山
を
焼
き
滅
ぼ
し
た
。
こ
の
時
、
息
災
寺
妙
見
社
等
が
類
焼
し
た
。

霊
像
は
白
雲
に
乗
っ
て
天
に
帰
っ
た
。

Ｊ　

天
平
よ
り
寛
治
ま
で
、
三
百
六
十
余
年
を
経
た
諸
堂
玉
殿
は
常
将
の

怒
り
に
よ
っ
て
灰
燼
と
な
っ
た
。
常
将
の
嫡
子
常
長
は
父
の
過
ち
を
悔

い
、
そ
の
昔
忠
明
卿
が
霊
亀
を
篭
め
置
い
た
萩
の
花
園
の
跡
に
妙
見
堂

を
再
造
営
し
た
。
往
古
の
広
大
な
寺
の
跡
は
今
も
残
っ
て
い
て
、
大
き

な
履
石
や
焼
崩
れ
た
布
目
瓦
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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Ａ
の
小
祝
明
神
に
ま
つ
わ
る
部
分
は
、『
続
日
本
紀
』
巻
第
六
・
元
正

天
皇
和
銅
八
年
八
月
二
十
八
日
条
、
霊
亀
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
年

号
を
霊
亀
に
改
元
し
た
記
事
を
も
と
に
、
地
元
の
小
祝
明
神
に
関
連
付
け

て
作
ら
れ
た
伝
承
で
あ
る
。

　

Ｂ
は
、
妙
見
を
祀
る
七
星
山
息
災
寺
の
建
立
後
に
、
千
葉
氏
の
伝
承
に

は
無
い
国
分
寺
建
立
を
語
っ
て
い
る
。
現
在
、
妙
見
寺
の
北
東
二
百
メ
ー

ト
ル
程
の
と
こ
ろ
に
上
野
国
分
寺
跡
が
あ
る
。
本
尊
に
関
し
て
は
、「
七

尊
妙
見
の
社
堂
」
の
次
に
割
注
で
「
本
地
七
仏
薬
師
如
来
」
と
あ
り
、
西

天
の
波
羅
門
僧
正
の
請
来
、
毘
首
羯
磨
の
作
と
あ
る
。『
千
葉
妙
見
大
縁

起
絵
巻
』
で
は
、
七
星
山
息
災
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
所
で
行
基
の
建
立
、

本
尊
は
七
体
の
妙
見
大
菩
薩
で
あ
り
、
或
る
説
に
は
美
珠
香
都
麿
の
作
と

い
う
と
語
ら
れ
て
い
る
。
妙
見
の
本
地
は
、『
源
平
闘
諍
録
』
巻
五
│
三

で
は
十
一
面
観
音
で
あ
っ
た
が
、
室
町
中
期
頃
に
な
る
と
七
仏
薬
師
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
16
注る
。

　

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｇ
は
、『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』
や
『
下
総
国
千
葉

郷
妙
見
寺
大
縁
起
』
の
染
谷
川
合
戦
に
妙
見
が
示
現
し
て
瀬
踏
し
た
事
、

敵
に
剣
の
雨
を
降
し
た
事
、
良
文
が
粟
飯
原
文
次
郎
に
命
じ
て
御
神
体
を

息
災
寺
か
ら
密
か
に
持
ち
出
さ
せ
、
遷
座
さ
せ
て
い
っ
た
事
を
語
る
部
分

に
当
た
る
。『
源
平
闘
諍
録
』
巻
五
│
三
に
は
、
平
将
門
と
平
良
兼
が
承

平
七
年
（
九
三
七
）
に
蚕
飼
河
を
挟
ん
で
戦
っ
た
と
き
に
、
将
門
を
上
野

花
園
の
妙
見
が
助
け
た
と
あ
17
注る
。
上
野
国
の
染
谷
川
を
挟
ん
で
良
文
と
国

香
が
合
戦
し
た
と
い
う
話
は
史
実
で
は
な
い
が
、
中
世
末
か
ら
近
世
の
千

葉
氏
関
係
の
書
物
（『
千
葉
実
録
』『
千
葉
伝
考
記
』『
総
葉
概
録
』『
臼
井

家
譜
』『
大
須
賀
・
君
島
系
図
』『
千
学
集
抄
』
等
）
に
散
見
す
る
伝
承
で

あ
る
。

　

Ｈ
の
部
分
も
、
千
葉
妙
見
の
絵
巻
の
頼
朝
公
が
安
房
に
渡
っ
た
事
、
結

城
浜
の
合
戦
で
千
葉
成
胤
が
妙
見
の
加
護
を
得
て
千
田
判
官
親
政
を
打
ち

破
っ
た
事
、
そ
れ
を
聞
い
た
頼
朝
公
が
妙
見
堂
に
参
詣
し
た
事
を
下
敷
き

に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
ま
か
な
内
容
は
共
通
し
て
い
る
が
、
細
か
い
違
い
も
多

く
あ
る
。
千
葉
妙
見
の
絵
巻
は
将
門
の
謀
叛
の
事
を
ま
ず
語
り
、
染
谷
川

の
合
戦
で
は
将
門
と
良
文
が
並
ん
で
活
躍
し
、
妙
見
の
加
護
を
失
っ
た
将

門
が
の
ち
に
藤
原
秀
郷
に
亡
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
逸
話
を
語
る
。
そ

れ
に
対
し
て
Ｄ
の
部
分
で
は
、
将
門
に
つ
い
て
、
妙
見
社
を
探
す
七
騎
の

う
ち
に
「
相
馬
小
次
郎
将
門
」
と
名
が
挙
が
る
の
み
で
あ
る
。
花
園
妙
見

の
縁
起
で
は
、
将
門
に
関
す
る
部
分
を
故
意
に
削
っ
た
ふ
し
が
あ
る
。

　

ま
た
、
良
文
を
助
け
、
粟
飯
原
文
次
郎
常
時
が
息
災
寺
か
ら
持
ち
出
し

た
妙
見
は
、『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』
で
は
「
羊
の
妙
見
大
菩
薩
」
だ
っ

た
と
あ
る
。「
羊
の
妙
見
」
と
い
う
言
い
方
は
、
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
に

お
い
て
見
ら
れ
る
言
い
方
で
あ
り
、『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』
や
『
萩
花

園
星
神
記
』
な
ど
上
野
側
の
資
料
に
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
「
息
災

寺
小
祝
明
神
」
に
関
し
て
は
、
渡
来
系
の
羊
氏
が
氏
寺
と
し
て
建
立
し
た

と
い
う
説
が
あ
18
注る
。
ま
た
、
上
野
国
に
は
羊
氏
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
伝
承

が
あ
り
、
な
か
で
も
羊
太
夫
の
伝
承
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
が
千
葉

氏
の
妙
見
伝
承
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
花
園
妙
見
の

縁
起
で
「
羊
」
の
要
素
が
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
当
時
の
妙
見
寺
の
状
況

と
、
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
と
の
間
に
ず
れ
が
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　

同
様
に
、『
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』
所
載
の
息
災
寺
の
地
形
や
境
内
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の
様
子
、
東
覚
山
国
分
寺
と
い
う
薬
師
堂
、
藤
原
秀
光
卿
夫
婦
の
石
像
、

小
祝
神
の
本
地
と
霊
験
（
焼
け
た
時
に
木
像
が
飛
び
出
て
片
方
の
面
を
焦

が
し
た
）、
国
分
寺
惣
社
、
妙
見
の
前
立
、
数
江
兵
衛
次
郎
入
道
が
別
当

坊
を
建
立
し
た
こ
と
、
妙
見
の
乳
母
の
神
と
尿
ゆ
ば
り

沢
の
19
注話
、
別
当
丹
後
公
と

證
円
坊
の
話
、
息
災
寺
に
残
さ
れ
た
六
体
の
妙
見
の
話
な
ど
、
在
地
の
情

報
を
元
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
話
が
、
花
園
妙
見
の
縁
起
に
は
書
か
れ
て

い
な
い
。

　

Ｆ
の
部
分
は
秩
父
氏
の
伝
承
を
語
っ
て
い
る
。
千
葉
妙
見
の
絵
巻
で
は

良
文
が
妙
見
大
菩
薩
を
武
蔵
国
藤
田
か
ら
秩
父
に
移
し
た
と
簡
略
に
記
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
花
園
妙
見
の
縁
起
で
は
良
文
四
代
の
孫
で
あ
る
秩

父
三
郎
武
基
が
花
園
妙
見
社
か
ら
秩
父
に
妙
見
を
勧
請
し
た
事
や
、
後
三

年
の
役
に
秩
父
武
綱
が
加
わ
っ
た
と
い
う
逸
話
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。

『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』
は
、
粟
飯
原
文
次
郎
が
妙
見
尊
像
を
運
ん
だ
経

路
を
、
息
災
寺
│
平
井
の
芝
崎
│
武
蔵
国
藤
田
│
鎌
倉
の
村
岡
の
順
に
し

て
お
り
、
秩
父
妙
見
に
つ
い
て
別
項
を
立
て
て
詳
し
く
述
べ
よ
う
と
す
る

意
識
が
確
認
で
き
る
。

　

秩
父
武
綱
が
源
義
家
の
先
陣
を
つ
と
め
た
と
い
う
話
は
、『
平
家
物
語
』

延
慶
本
巻
二
末
・
長
門
本
巻
一
一
、『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
三
に
み
え
る
。

『
源
平
闘
諍
録
』
巻
一
之
上
は
、
武
綱
の
子
重
綱
が
先
陣
を
つ
と
め
た
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
秩
父
氏
と
八
幡
太
郎
義
家
の
結
び
付
き
が
軍
記

類
に
記
さ
れ
る
一
方
で
、
花
園
妙
見
の
縁
起
で
語
ら
れ
る
よ
う
な
秩
父
妙

見
の
霊
夢
（『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』
は
「
白
夢
の
老
人
」、『
萩
花
園
星

神
記
』『
花
園
星
神
記
』
は
「
怪
し
き
童
子
」
が
現
れ
て
武
綱
に
お
告
げ

を
し
た
）
は
、
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
中
に
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。『
千

学
集
抜
粋
』
に
は
、
忠
頼
か
ら
始
ま
り
畠
山
重
康
ま
で
至
る
秩
父
氏
の

代
々
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
が
、
た
だ
系
譜
を
述
べ
る
の
み
で
、
秩
父

妙
見
の
霊
夢
譚
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

Ｉ
と
Ｊ
は
船
尾
山
縁
起
に
係
わ
る
部
分
で
あ
る
。
船
尾
山
炎
上
の
経
緯

を
語
り
、
息
災
寺
が
類
焼
し
て
し
ま
っ
た
と
あ
る
。
息
災
寺
と
船
尾
山
の

繋
が
り
は
、
船
尾
山
の
縁
起
の
草
創
譚
に
息
災
寺
の
名
が
み
え
た
こ
と
か

ら
も
窺
え
る
。
さ
ら
に
『
萩
花
園
星
神
記
』
で
は
、
良
文
と
国
香
の
合
戦

の
規
模
が
染
谷
川
周
辺
か
ら
船
尾
山
・
安
蘇
山
（
相
馬
山
）
な
ど
へ
広
が

り
、
船
尾
山
の
衆
徒
が
良
文
に
加
勢
す
る
と
い
う
話
ま
で
添
加
さ
れ
て
い

る
。
船
尾
山
関
係
の
話
は
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
に
は
全
く
存
在
し
な
い
記

述
で
あ
る
。

　

常
将
の
子
息
相
満
に
注
目
す
る
と
、
船
尾
山
縁
起
で
は
神
仏
に
祈
願
し

て
や
っ
と
授
か
っ
た
一
人
子
と
い
う
設
定
で
あ
っ
た
が
、
花
園
妙
見
の
縁

起
で
は
次
男
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
船
尾
山
の
縁
起
で

は
、『
柳
沢
寺
所
伝
ノ
縁
起
』
を
除
い
て
、
千
葉
常
将
一
族
が
皆
自
害
し

て
し
ま
っ
て
子
孫
を
残
さ
な
い
。
千
葉
氏
の
妙
見
信
仰
と
深
い
繋
が
り
を

持
つ
花
園
妙
見
社
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
結
末
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
無

く
、
常
将
の
嫡
子
常
長
を
登
場
さ
せ
、
息
災
寺
を
再
興
さ
せ
て
い
る
。
船

尾
山
縁
起
を
意
図
的
に
改
変
し
た
か
、
も
し
く
は
「
千
葉
氏
が
寺
を
焼
い

た
」
と
い
う
伝
承
が
生
じ
た
際
に
、
そ
れ
を
柳
沢
寺
側
で
は
「
八
箇
権
現

事
」
の
よ
う
な
一
族
が
滅
ん
だ
と
い
う
話
に
し
た
の
に
対
し
、
妙
見
社
側

で
は
嫡
子
常
長
が
再
興
す
る
と
い
う
話
に
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

花
園
妙
見
に
ま
つ
わ
る
縁
起
に
は
、
染
谷
川
合
戦
の
妙
見
霊
験
譚
と
は

別
の
妙
見
縁
起
を
採
用
し
た
も
の
も
あ
る
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
刊
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の
元
総
社
村
釈
迦
尊
寺
の
泰
亮
愚
海
著
『
上
毛
伝
説
雑
記
』
巻
之
九
「
上

野
伝
説
下
」
に
は
、「
花
園
妙
見
略
縁
起
」
が
載
っ
て
い
20
注る
。
こ
の
縁
起

の
前
半
は
百
済
の
琳
聖
太
子
が
北
辰
妙
見
尊
星
を
日
本
に
伝
え
た
と
い
う

大
内
氏
の
妙
見
信
仰
に
関
す
る
内
容
で
あ
り
、
後
半
は
千
葉
常
胤
が
花
園

邑
に
七
星
山
息
災
寺
を
建
立
し
て
北
辰
妙
見
尊
星
を
安
置
し
た
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
同
書
に
は
千
葉
氏
が
上
野
国
総
社
の
あ
た
り
に
住
み
、
息
災

寺
や
国
分
寺
を
再
興
し
た
と
い
う
話
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
伝
承
を

も
と
に
し
た
略
縁
起
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
近
世
後
期
写
の
『
上
野
国
群
馬
郡
引
間
村
妙
見
社
縁
由
書
』（
群

馬
大
学
図
書
館
蔵
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
上
古
に
妙
見
山
国
分
寺

息
災
院
（
行
基
菩
薩
が
落
慶
の
導
師
）
と
呼
ば
れ
た
寺
が
火
災
で
荒
廃
し

た
。
中
古
は
北
斗
山
妙
見
院
嶮
山
寺
と
号
し
た
が
、
賊
火
の
為
に
灰
燼
と

な
る
。
そ
の
後
現
在
の
地
に
移
っ
て
三
鈷
山
吉
祥
院
妙
見
寺
と
号
し
た
。

し
か
し
不
慮
の
災
難
で
堂
宇
残
ら
ず
亡
び
、
妙
見
尊
の
真
体
を
失
っ
た
後
、

焼
石
の
中
か
ら
萩
が
生
え
、
そ
れ
に
新
浄
の
荒
薦
を
被
せ
て
堂
宇
を
建
立

し
内
陣
に
秘
封
し
た
。
そ
し
て
天
文
の
頃
、
惣
社
に
居
城
の
あ
っ
た
秋
元

兵
部
大
輔
某
が
再
興
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
本
文
中
に
「
亦
榛
名
山

并
船
尾
山
の
縁
起
等
に
も
妙
見
の
事
粗
載
た
れ
と
も
委
し
か
ら
す
、
古
記

曰
、
下
総
国
千
葉
の
妙
見
は
当
所
妙
見
を
勧
請
し
て
草
創
せ
し
よ
り
始
る

云
21
注云
」
と
あ
り
、
船
尾
山
の
縁
起
や
千
葉
の
妙
見
信
仰
を
記
し
た
テ
キ
ス

ト
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
と
異
な
る
伝
承
を
も
と
に
妙
見
社
の

歴
史
を
語
ろ
う
と
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
縁
起
と
比
べ
て
、『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』『
萩
花
園
星
神
記
』

は
、
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
を
大
幅
に
取
り
入
れ
た
形
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
秩
父
氏
の
伝
承
も
追
加
し
、
千
葉
氏
の
伝
承
を
別
途
に
受
け
て
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
船
尾
山
縁
起
の
逸
話
を
再
興
譚
と
し
て
組
み
込
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
花
園
妙
見
の
縁
起
が
作
り
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、

千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
を
上
州
の
地
に
運
ん
だ
人
た
ち
と
、
現
地
で
そ
れ
を

受
け
入
れ
、
利
用
し
た
人
た
ち
の
活
動
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
大
嶽
山
滝
沢
寺
の
縁
起

　

船
尾
山
炎
上
譚
を
草
創
譚
に
取
り
入
れ
て
い
る
寺
院
に
、
高
崎
市
箕
郷

町
白
川
の
大
嶽
山
検
点
院
滝り
ゅ
う

沢た
く

寺じ

が
あ
る
。
現
在
は
曹
洞
宗
で
あ
る
が
、

古
く
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
と
い
う
。『
箕
郷
町
誌
』
に
載
る
寺
の
縁
起
の

な
か
か
ら
、
船
尾
山
炎
上
に
関
係
す
る
部
分
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通

り
で
あ
22
注る

。

　

昔
は
天
台
宗
で
慈
覚
大
師
円
仁
の
開
山
、
不
入
の
滝
が
あ
る
地
に
満
行

山
不
入
院
滝
沢
寺
が
あ
っ
た
。
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
千
葉
左
衛
門
常

胤
は
、
鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
が
奥
州
安
部
頼
時
を
討
伐
す
る
軍
に
従
っ
て
、

此
地
を
過
ぎ
た
と
き
、
常
胤
の
一
子
相
満
を
寺
に
修
学
の
た
め
預
け
た
。

そ
の
後
、
相
満
が
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
た
。
常
胤
は
寺
僧
が
隠
し
た
も
の

と
思
い
、
火
を
放
っ
て
一
山
を
焼
い
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
時
、

僧
某
が
不
動
の
尊
体
を
持
っ
て
難
を
逃
れ
、
夢
に
霊
感
を
み
て
一
堂
を
結

ん
だ
の
が
現
在
の
滝
沢
寺
だ
と
い
う
。
こ
の
縁
起
は
当
寺
が
所
蔵
す
る

「
滝
沢
寺
記
」
に
よ
る
も
の
ら
し
23
注い
。

　

千
葉
常
胤
は
源
頼
朝
に
仕
え
た
武
将
で
あ
る
か
ら
、
源
頼
義
が
奥
州
の

安
部
氏
を
討
っ
た
前
九
年
の
役
に
従
軍
し
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

滝
沢
寺
の
縁
起
で
言
う
「
常
胤
」
は
「
常
将
」
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
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れ
る
。
こ
の
混
同
は
、『
上
毛
伝
説
雑
記
』
等
に
み
え
る
千
葉
常
胤
の
伝

承
が
、
榛
名
山
東
南
麓
に
深
く
根
を
下
ろ
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

学
問
の
た
め
に
相
満
を
船
尾
山
に
預
け
た
と
す
る
の
は
、
船
尾
山
の
縁

起
や
花
園
妙
見
の
縁
起
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
船
尾
山
の
縁
起
が
相

満
を
観
音
の
申
し
子
で
あ
る
と
す
る
の
に
対
し
、
滝
沢
寺
の
縁
起
は
修
学

の
き
っ
か
け
に
奥
州
征
伐
を
も
っ
て
く
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　

滝
沢
寺
の
縁
起
は
こ
の
ほ
か
に
『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』（
高

崎
市
東
国
分
の
本
山
派
修
験
大
蔵
坊
の
所
蔵
）
が
あ
り
、
榎
本
千
賀
氏
に

よ
る
紹
介
・
翻
刻
が
あ
る
。
同
氏
は
そ
の
特
色
に
つ
い
て
、
滝
沢
寺
に
伝

わ
る
縁
起
と
異
な
る
点
が
多
く
、
縁
起
の
前
半
は
『
辛
科
大
明
神
縁
起
』

（
満
行
の
息
子
八
郎
満
胤
に
ま
つ
わ
る
話
）、
後
半
は
『
船
尾
記
』
を
融
合

し
、
新
た
に
曹
洞
宗
寺
院
永
源
寺
に
よ
る
再
建
を
付
加
し
た
再
生
縁
起
で

あ
る
と
考
察
し
て
い
24
注る
。

　

以
下
、『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
の
船
尾
山
炎
上
の
記
事
の
冒

頭
を
引
用
す
る
。
榎
本
氏
に
よ
る
翻
刻
を
も
と
に
、
濁
点
と
句
読
点
を
補

い
、
傍
線
を
付
し
た
。

爰
ニ
満
行
山
滝
沢
寺
、
船
尾
山
柳
澤
寺
、
北
斗
山
水
沢
寺
と
て
坂
東

一
の
霊
場
ニ
し
て
、
是
を
則
三
寺
と
言
。
蓋
ケ
ダ
シ

傳
教
大
師
之
開
基
な
り
。

此
外
三
千
余
坊
有
と
か
や
。
宝
亀
七
年
よ
り
寛
治
七
年
迄
、
三
百
十

七
年
之
間
、
諸
塔
軒
を
つ
ら
ね
。
□
数
玉
を
み
が
き
、
霊
げ
ん
日
々

あ
ら
た
な
れ
バ
、
繁
昌
月
々
ニ
未
来
の
快
楽
を
成
就
せ
り
。
人
王
七

十
三
堀
川
之
院
御
宇
、
寛
治
三
年
、
八
幡
太
郎
義
家
朝
臣
羽（

マ
マ
）奥

征
伐

之
砌
、
此
三
寺
に
於
而
軍
勢
を
催
し
給
ふ
。
先
一
ば
ん
に
馳
参
る

面
々
ニ
ハ
、
秩
父
十
郎
武タ
ケ

綱ツ
ナ

、
三
浦
平
太
夫
為
道
、
同
平
太
為
次
、

鎌
倉
権
五
郎
景
政
、
常
陸
ニ
ハ
笠カ
サ

間マ

押
領
使
常
遠
、
上
野
下
野
ニ
ハ

渕
名
の
面
々
、
中
ニ
も
下
総
国
住
人
千
葉
之
助
常
政

（
マ
マ
）、

嫡
子
ニ
ハ
四

郎
常
長
、
次
男
相
満
丸
を
引
具
し
て
参
着
せ
り
。

　

滝
沢
寺
所
伝
の
縁
起
が
前
九
年
の
役
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で

は
後
三
年
の
役
と
し
て
い
る
。
奥
州
征
伐
の
義
家
の
軍
勢
中
ま
ず
名
前
が

挙
げ
ら
れ
た
秩
父
十
郎
武
綱
は
、『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』
の
Ｆ
の
部
分

に
も
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
武
綱
が
妙
見
の
霊
夢
の
お
告
げ

に
よ
り
、
源
義
家
の
軍
に
加
わ
っ
た
と
い
う
逸
話
が
語
ら
れ
て
い
た
。
ま

た
点
線
部
の
表
現
は
花
園
妙
見
の
縁
起
と
使
用
す
る
語
句
の
上
で
共
通
性

が
あ
25
注る
。『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
の
船
尾
山
炎
上
譚
は
、『
上
毛

花
園
星
神
縁
記
』
の
Ｆ
と
Ｉ
・
Ｊ
の
内
容
を
取
り
入
れ
、
二
つ
の
話
を
結

合
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

藤
原
秀
郷
流
の
渕
名
氏
を
除
い
て
、
秩
父
武
綱
、
三
浦
為
道
、
三
浦
為

次
、
鎌
倉
景
政
、
平
常
遠
、
千
葉
常
政
は
す
べ
て
良
文
流
平
氏
で
あ
り
、

『
源
平
闘
諍
録
』
巻
一
之
上
│
一
や
『
千
学
集
抜
粋
』
な
ど
の
、
良
文
の

子
孫
を
説
明
す
る
箇
所
で
登
場
す
る
名
で
あ
る
。
義
家
の
軍
勢
と
し
て
彼

ら
の
名
を
並
べ
る
と
こ
ろ
に
、
千
葉
氏
伝
承
の
影
響
が
強
く
出
て
い
る
。

　

こ
の
縁
起
で
は
義
家
と
常
将
の
結
び
付
26
注き
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
義
家

が
常
将
に
次
男
相
満
丸
を
船
尾
山
柳
沢
寺
に
預
け
る
よ
う
に
命
じ
た
と
あ

る
。
奥
羽
征
伐
後
、
常
将
は
下
総
に
帰
り
、
相
満
丸
を
下
山
さ
せ
る
た
め

に
使
者
を
遣
わ
す
が
、
船
尾
山
に
お
い
て
天
狗
に
奪
わ
れ
た
と
聞
か
さ
れ

る
。
常
将
は
北
斗
山
（
船
尾
山
）
に
の
ぼ
り
、
一
山
を
焼
き
亡
ぼ
し
て
し

ま
う
。
そ
し
て
常
将
の
自
害
後
、
残
さ
れ
た
常
長
に
よ
っ
て
柳
沢
寺
が
再
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建
さ
れ
る
と
い
う
展
開
に
な
る
。

　
『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』
で
は
船
尾
山
炎
上
に
よ
っ
て
麓
の
花
園
妙
見

も
類
焼
し
、
常
将
の
嫡
子
常
長
が
妙
見
社
を
再
建
す
る
と
い
う
話
で
あ
っ

た
。『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
で
も
同
様
に
常
長
が
寺
を
再
建
す

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
話
と
し
て
夕
顔
観
音
の
逸
話
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
焼
け
跡
に
現
れ
た
相
満
が
雲
の
上

か
ら
、
形
見
と
し
て
夕
顔
の
実
を
父
常
将
に
与
え
た
。
常
将
は
自
害
す
る

前
に
、
そ
の
種
を
常
長
に
渡
し
た
。
常
長
が
本
国
へ
帰
っ
て
そ
の
種
を
植

え
る
と
、
大
き
な
実
が
な
っ
た
。
割
っ
て
み
る
と
、
中
か
ら
観
世
音
菩
薩

が
現
れ
た
。
常
長
は
下
総
国
香
取
郡
東
庄
五
郷
内
村
に
常
光
寺
を
建
立
し
、

千
葉
家
類
世
の
守
護
の
本
尊
夕
顔
観
世
音
と
し
て
奉
じ
た
。
そ
の
後
常
長

は
、
上
州
北
斗
山
の
麓
桃
井
庄
に
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
柳
沢
寺
を
再

建
し
て
、
常
将
卿
を
常
将
大
明
神
と
祀
っ
た
と
あ
る
。

　

こ
の
部
分
は
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
で
あ
る
夕
顔
観
音
の
話
を
も
と
に
し

て
い
る
。
こ
れ
は
『
妙
見
実
録
千
集
記
』
に
「
花
見
系
図
に
27
注云

」
と
し
て

載
る
話
で
あ
る
。
妙
見
菩
薩
の
変
化
で
あ
る
天
人
と
千
葉
常
将
が
夫
婦
に

な
り
、
常
長
が
生
ま
れ
た
。
後
に
、
天
人
は
羽
衣
を
着
て
天
に
帰
っ
た
が
、

常
将
臨
終
の
時
に
影
向
し
、
常
将
を
伴
っ
て
天
上
し
た
。
そ
の
時
、
常
長

は
母
か
ら
形
見
と
し
て
夕
顔
の
種
を
与
え
ら
れ
た
。
種
を
植
え
る
と
、
大

き
な
実
が
な
り
、
割
っ
た
中
か
ら
父
母
の
御
像
が
現
れ
た
。
常
将
と
母
の

天
人
は
観
世
音
菩
薩
と
し
て
現
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
千

葉
県
香
取
郡
小
見
川
町
五
郷
内
に
あ
る
樹
林
寺
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ

の
寺
は
花
見
系
図
の
江
戸
期
の
写
本
を
蔵
し
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）

の
奥
書
を
持
つ
『
夕
顔
観
音
大
菩
薩
縁
記
』
も
蔵
し
て
い
る
。
た
だ
し
後

者
の
縁
起
は
良
文
と
忠
頼
親
子
の
話
に
な
っ
て
い
28
注る
。

　

船
尾
山
炎
上
の
発
端
と
な
る
稚
児
相
満
は
、
上
野
国
に
お
い
て
創
作
さ

れ
た
架
空
の
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
常
将
の
子
で
あ
る

常
長
が
、
天
人
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
伝
承
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
無
関

係
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
常
将
や
そ
の
子
息
に
は
、
神
仏
が
関
係
し

た
伝
説
が
作
ら
れ
や
す
い
素
地
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

滝
沢
寺
の
縁
起
は
、
奥
州
征
伐
に
加
わ
っ
た
坂
東
平
氏
の
伝
承
が
基
底

に
あ
る
。
そ
し
て
『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
は
、
常
将
と
源
義
家

の
結
び
付
き
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
千
葉
氏
の
妙
見
伝
承
で
あ
る
夕

顔
観
音
の
逸
話
を
取
り
入
れ
、
船
尾
山
の
縁
起
に
合
う
よ
う
に
改
変
し
、

柳
沢
寺
の
再
興
譚
に
結
び
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
義
家
の
軍
勢
中
最
初

に
秩
父
武
綱
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
秩
父
氏
の
伝

承
を
詳
し
く
語
る
『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
想
定
で
き
る
。

四
、
本
山
派
修
験
大
蔵
坊
に
つ
い
て

　
『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
を
所
蔵
し
て
い
た
大
蔵
坊
は
、
天
台

系
寺
門
派
聖
護
院
本
山
派
に
属
す
る
修
験
で
あ
る
。
所
在
は
高
崎
市
西
国

分
で
、
花
園
の
妙
見
社
か
ら
北
に
九
百
メ
ー
ト
ル
程
の
距
離
に
あ
る
。

　

大
蔵
坊
は
室
町
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
群
馬
郡
中
部
に
多
く
の
霞
か
す
み

下し
た

（
支
配
下
）
を
持
ち
、
中
世
後
期
に
は
上
野
国
に
お
け
る
修
験
を
統
括
す

る
上
野
国
年
行
事
職
を
務
め
た
。
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
か
ら
の
多
数

の
文
書
を
有
し
て
い
る
。
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
道
興
准
后
が
諸
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国
を
巡
っ
た
と
き
、
大
蔵
坊
に
逗
留
し
た
こ
と
が
『
廻
国
雑
記
』
に
み

え
29
注る
。

　

ま
た
、
前
述
の
『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
や
『
船
尾
山
記
』
等

の
在
地
縁
起
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
榎
本
氏
は
、
近
世
以
降
に
群
馬
県

下
の
寺
社
や
修
験
間
で
在
地
縁
起
資
料
の
貸
借
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
、
特

定
の
寺
院
や
修
験
が
縁
起
資
料
の
管
理
を
し
、
新
し
い
縁
起
を
作
成
し
て

い
た
と
い
う
重
要
な
指
摘
し
て
い
30
注る

。
つ
ま
り
、
柳
沢
寺
の
縁
起
・
花
園

妙
見
の
縁
起
・
滝
沢
寺
の
縁
起
は
、
こ
の
よ
う
な
寺
院
・
修
験
間
の
交
渉

の
中
に
お
い
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、
各
寺
院
が
お
互
い
の
縁
起
を
利
用
し
合
っ
た
こ
と
を
、
縁

起
の
内
容
の
面
か
ら
も
確
認
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
寺
院
の
縁
起
に
見
ら
れ

る
千
葉
氏
の
伝
承
は
、
大
蔵
坊
を
中
心
と
す
る
本
山
派
修
験
か
ら
発
信
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

　

村
上
春
樹
氏
に
よ
れ
ば
、
本
山
派
修
験
の
山
伏
は
将
門
伝
説
の
伝
播
に

深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
中
世
に
は
妙
見
信
仰
と
も
結
び
付
い
た
と
い
31
注う
。

ま
た
同
氏
は
、
相
模
国
八
菅
山
の
修
験
集
落
は
千
葉
や
相
馬
と
い
う
俗
姓

を
持
ち
、
妙
見
信
仰
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
秩
父
の
城
峯
山
は
将
門
伝

説
を
持
つ
山
で
、
群
馬
県
内
に
も
多
数
の
城
峯
講
が
存
在
し
た
こ
と
、
秩

父
に
は
本
山
派
修
験
が
多
く
、
将
門
の
末
裔
を
称
す
る
山
本
坊
が
取
り
仕

切
っ
て
い
た
こ
と
、
山
本
坊
配
下
の
東
学
院
の
墓
地
裏
手
に
榛
名
神
社
が

祀
ら
れ
、
上
州
の
榛
名
修
験
と
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

榛
名
山
系
の
相
馬
嶽
は
修
験
の
行
場
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

　

秩
父
の
山
本
坊
は
十
四
世
紀
末
か
ら
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
大
永
八

年
（
一
五
二
八
）
以
前
か
ら
秩
父
六
十
六
郷
の
熊
野
参
詣
先
達
職
を
所
持

し
、
近
世
に
は
そ
の
他
に
越
後
国
内
、
武
蔵
国
入
西
郡
、
比
企
郡
、
常
陸

国
内
四
カ
郡
ま
で
支
配
地
域
（
霞
場
）
を
広
げ
て
い
32
注た
。

　

秩
父
か
ら
上
野
国
は
近
く
、
修
験
山
伏
の
交
流
も
活
発
に
行
な
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
蔵
坊
が
別
当
を
し
て
い
た
熊
野
神
社
に
は
「
奉
納

秩
父
四
番
」
と
書
か
れ
、
延
宝
（
一
六
七
三
〜
八
一
）
の
年
号
の
入
っ
た

石
宮
が
あ
る
。『
国
府
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
武
州
秩
父
郡
荒
木
村
高
谷
山

金
昌
寺
の
本
尊
（
十
一
面
観
世
音
）
を
勧
請
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
金
昌

寺
の
す
ぐ
近
く
に
は
七
社
権
現
社
が
あ
り
、
秩
父
神
社
と
関
係
し
て
い
た
。

秩
父
神
社
は
平
安
時
代
中
期
に
妙
見
信
仰
が
導
入
さ
れ
、
近
世
に
至
る
ま

で
「
妙
見
社
」「
妙
見
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
榛
名
山
と
榛
名
山
麓
の
修
験
が
秩
父
の
修
験
と

交
流
し
た
結
果
、
将
門
伝
説
や
、
良
文
に
始
ま
る
千
葉
氏
や
秩
父
氏
の
伝

承
が
上
州
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

当
地
の
修
験
と
寺
院
の
交
流
の
な
か
で
寺
社
縁
起
が
作
ら
れ
、
在
地
に
多

様
な
千
葉
氏
伝
承
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
柳
沢

寺
・
花
園
妙
見
・
滝
沢
寺
の
各
寺
院
も
、
本
山
派
修
験
の
坊
と
そ
れ
ぞ
れ

関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
。

　

大
蔵
坊
と
柳
沢
寺
の
関
係
で
あ
る
が
、『
上
野
国
郡
村
誌
』
の
西
国
分

村
の
項
に
あ
る
「
談
義
薬
師
趾　

村
南
ニ
ア
リ
、
古
昔
舟
尾
山
柳
沢
寺
隆

盛
ノ
時
説
法
談
義
ア
リ
シ
旧
跡
ナ
リ
ト
云
伝
33
注フ
」
と
い
う
記
述
に
注
目
し

た
い
。
柳
沢
寺
の
説
法
談
義
を
行
な
う
場
所
が
、
山
子
田
村
の
柳
沢
寺
か

ら
直
線
距
離
で
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
西
国
分
村
の
南
に
あ
っ
た

ら
し
い
。
こ
こ
は
む
し
ろ
妙
見
寺
か
ら
近
い
場
所
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
離
れ
た
場
所
に
柳
沢
寺
の
談
義
所
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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「
寛
永
十
二
年
西
国
分
検
地
帳
」
に
は
「
や
く
し
前
」
の
小
字
が
み
え
、

そ
こ
に
は
熊
野
神
社
と
別
当
大
蔵
坊
が
あ
る
。
現
在
、
熊
野
神
社
の
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
小
さ
な
薬
師
堂
が
あ
る
。
薬
師
坐
像
台
座
に
は
康
安

二
年
（
一
三
六
二
）
の
銘
が
あ
34
注る
。
堂
内
に
は
石
像
の
薬
師
如
来
坐
像
（
南

北
朝
末
期
と
推
定
）
と
脇
侍
の
坐
像
の
ほ
か
、
多
く
の
小
さ
な
石
仏
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
熊
野
神
社
か
ら
南
に
三
百
メ
ー
ト
ル
程
の
国
分
幼

稚
園
西
の
道
端
に
は
、
同
じ
く
南
北
朝
末
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
日

光
・
月
光
菩
薩
の
石
像
二
体
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
西
国
分
の
薬
師
堂
の
薬

師
如
来
像
と
組
み
合
わ
さ
り
、
薬
師
三
尊
像
と
し
て
一
体
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
て
い
35
注る
。『
上
野
国
郡
村
誌
』
の
「
村
南
」
と
い
う
位
置
か
ら
考

え
る
と
、
談
義
薬
師
跡
は
本
来
こ
の
辺
り
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
談
義
薬
師
跡
と
大
蔵
坊
が
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
柳
沢

寺
の
談
義
所
の
活
動
に
大
蔵
坊
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ

る
。

　

ま
た
、『
国
府
村
誌
』
に
よ
れ
ば
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
東
国

分
の
住
屋
源
五
兵
衛
が
発
心
し
て
「
い
え
ん
坊
」
と
号
し
、
山
子
田
柳
沢

寺
の
観
音
堂
を
私
財
を
以
て
建
立
し
た
と
あ
36
注る

。
東
国
分
は
大
蔵
坊
の
あ

る
西
国
分
や
、
妙
見
寺
の
あ
る
引
間
に
隣
接
す
る
大
字
で
あ
る
。「
い
え

ん
坊
」
と
い
う
名
か
ら
は
、
大
蔵
坊
近
く
の
住
人
が
修
験
山
伏
に
な
り
、

柳
沢
寺
と
縁
を
結
ん
だ
と
い
う
経
緯
が
想
像
で
き
る
。

　

花
園
妙
見
社
の
別
当
は
、
妙
見
寺
（
吉
祥
院
）
の
他
に
本
山
派
修
験
の

宝
常
院
と
当
山
派
修
験
の
喜
宝
院
が
担
当
し
て
い
た
。
こ
の
宝
常
院
は
大

蔵
坊
の
同
行
配
下
の
坊
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
大
蔵
坊
配
下
に
棟
高
（
現
・

高
崎
市
棟
高
町
）
の
観
学
院
観
音
寺
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
寺
が
管
理
し
た

観
音
堂
に
は
、
昔
こ
の
地
に
寺
が
あ
り
、
千
葉
常
将
と
船
尾
山
衆
徒
と
の

戦
（
ま
た
は
武
田
・
上
杉
の
戦
乱
）
の
折
に
焼
失
し
た
と
い
う
伝
承
が

あ
37
注る

。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
船
尾
山
縁
起
や
花
園
妙
見
縁
起
の
成
立

に
、
大
蔵
坊
を
中
心
と
す
る
本
山
派
修
験
が
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
る
。

　

以
上
、
本
稿
で
は
柳
沢
寺
・
花
園
妙
見
・
滝
沢
寺
の
縁
起
に
つ
い
て
比

較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
船
尾
山
炎
上
の
経
緯
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
が

独
自
の
解
釈
や
脚
色
を
加
え
て
再
興
譚
に
組
み
込
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
改
変
の
仕
方
に
は
千
葉
氏
の
伝
承
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が

反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
縁
起
内
に
秩
父
氏
の
妙

見
伝
承
も
確
認
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
千
葉
氏
の
多
様
な
伝
承
が
上

野
国
へ
伝
播
し
た
背
景
に
は
、
秩
父
と
上
野
の
本
山
派
修
験
の
活
動
が
影

響
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
、

上
野
国
府
に
中
世
か
ら
存
在
し
、
群
馬
郡
中
部
の
本
山
派
修
験
を
ま
と
め

て
い
た
大
蔵
坊
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

注１　

有
川
美
亀
男
「「
神
道
集
」
の
説
話
と
船
尾
山
の
縁
起
」（『
国
語

と
国
文
学
』
昭
和
三
十
二
年
三
月
）、「
船
尾
記
│
翻
刻
と
解
説
│

二
解
説
の
部
」（『
群
馬
大
学
紀
要
人
文
科
学
篇
』
第
一
四
巻
、

昭
和
四
十
年
六
月
）。
松
本
隆
信
「
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研

究
」（
三
）（『
斯
道
文
庫
論
集
』
一
三
輯
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
）、

の
ち
に
『
中
世
に
お
け
る
本
地
物
の
研
究
』「
三
諏
訪
の
本
地
・
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上
野
国
関
係
諸
神
の
本
地　
（
四
）
桃
井
郷
八
ヶ
権
現
の
本
地
』

（
汲
古
書
院
、
平
成
八
年
一
月
）
に
収
録
。
近
藤
義
雄
「
神
道
集

と
船
尾
山
縁
起
」（『
榛
東
村
誌
』
榛
東
村
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
）。

大
島
由
紀
夫
「
説
話
と
在
地
│
沙
石
集
・
神
道
集
な
ど
│
」（『
講

座
日
本
の
伝
承
文
学
第
四
巻
散
文
文
学
〈
説
話
〉
の
世
界
』
三

弥
井
書
店
、
平
成
八
年
七
月
）、
の
ち
に
『
中
世
衆
庶
の
文
芸
文

化　

縁
起
・
説
話
・
物
語
の
演
変
』「
第
一
部
東
国
の
縁
起
伝
承

世
界
第
一
編
神
道
集
と
縁
起
伝
承
八
ヶ
権
現
縁
起
の
在
地
的

展
開
」（
三
弥
井
書
店
、
平
成
二
十
六
年
）
に
改
稿
収
録
。

２　

福
田
晃
「『
神
道
集
』
と
上
州
縁
起
群
」（『
神
道
大
系
月
報
』
七

二
号
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
六
十
三
年
二
月
）。
近
藤
義
雄
、

前
掲
書
。
大
島
由
紀
夫
、
前
掲
書
。
榎
本
千
賀
「『
神
道
集
』
巻

八
│
四
十
七
話
「
上
野
群
馬
郡
桃
井
郷
上
村
内
八
箇
権
現
事
」
と

船
尾
山
焼
失
譚
」（『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
文
系
』
三
八
、
平
成

十
八
年
三
月
）。

３　

渡
辺
麻
里
子
「
論
議
書
『
尊
談
』
の
意
義
│
伝
忠
尋
撰
『
七
百
科

條
鈔
』
と
の
関
係
か
ら
│
」（『
印
度
學
佛
敎
學
研
究
』
第
五
三
巻

第
一
号
、
平
成
十
六
年
十
二
月
）。

４　

前
掲
、
近
藤
義
雄
「
神
道
集
と
船
尾
山
縁
起
」。

５　

前
掲
、
近
藤
義
雄
「
神
道
集
と
船
尾
山
縁
起
」。

６　

前
掲
、
榎
本
千
賀
「『
神
道
集
』
巻
八
│
四
十
七
話
「
上
野
群
馬

郡
桃
井
郷
上
村
内
八
箇
権
現
事
」
と
船
尾
山
焼
失
譚
」。

７　
『
神
道
大
系
文
学
編
一
神
道
集
』（
神
道
大
系
編
纂
会
、
昭
和
六

十
三
年
）。

８　

前
掲
、
近
藤
義
雄
「
神
道
集
と
船
尾
山
縁
起
」
が
関
係
資
料
と
し

て
翻
刻
を
載
せ
て
い
る
。

９　
『
妙
見
実
録
千
集
記
』
九
五
頁
（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
編
『
妙

見
信
仰
調
査
報
告
書
三
』
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、
平
成
六
年
）。

10　

松
田
直
弘
・
大
山
礼
二
『
群
馬
県
群
馬
郡
妙
見
寺
誌
』（
あ
さ
を

社
、
平
成
十
六
年
）。

11　

阿
久
津
宗
二
「
萩
花
園
星
神
記
解
説
│
引
間
妙
見
社
縁
起
│
」（
山

田
武
麿
・
萩
原
進
編
『
群
馬
県
史
料
集
第
八
巻
縁
起
篇
（
一
）』

（
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
、
昭
和
四
十
八
年
五
月
）、
尾
崎
喜
左

雄
『
上
野
国
神
名
帳
の
研
究
』
三
一
九
頁
（
尾
崎
先
生
著
書
刊
行

会
、
昭
和
四
十
九
年
）、『
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
〇
群
馬
県
の

地
名
』
三
八
三
頁
（
昭
和
六
十
二
年
）
を
参
照
し
た
。

12　
『
萩
花
園
星
神
記
』
は
前
掲
『
群
馬
県
史
料
集
第
八
巻
縁
起
篇

（
一
）』
に
、『
花
園
星
神
記
』
は
前
掲
『
群
馬
県
群
馬
郡
妙
見
寺

誌
』
に
、『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』
は
大
島
由
紀
夫
『
神
道
縁
起

物
語
（
二
）』（
伝
承
文
学
資
料
集
成
第
六
輯
、
三
弥
井
書
店
、
平

成
十
四
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

13　

和
田
山
の
松
本
家
は
遠
祖
を
和
田
義
盛
と
す
る
一
族
で
あ
る

（『
群
馬
県
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
六
三
八
頁
、
角
川
日
本
姓
氏
歴
史

人
物
大
辞
典
一
〇
、
角
川
書
店
、
平
成
六
年
）。
こ
の
松
本
兵
衛

門
は
文
政
の
頃
、
染
谷
川
故
事
歌
碑
を
引
間
の
妙
見
寺
境
内
に
建

立
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
一
部
信
徒
に
反
対
さ
れ
、
花
園
妙
見
寺

を
あ
き
ら
め
て
千
葉
の
妙
見
寺
境
内
に
建
立
し
た
と
い
う
（
前
掲

『
群
馬
県
群
馬
郡
妙
見
寺
誌
』
一
八
六
頁
）。



40

14　

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
編
『
紙
本
着
色
千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
』

（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、
平
成
七
年
）

15　

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
編
『
妙
見
信
仰
調
査
報
告
書
一
』「
五
、

資
料
編
（
二
）『
下
総
国
千
葉
郷
妙
見
寺
大
縁
起
』」（
千
葉
市
郷

土
博
物
館
、
平
成
四
年
）

16　

丸
井
敬
司
「『
千
学
集
』
を
め
ぐ
る
考
察
」（
千
葉
市
立
郷
土
博
物

館
編
『
妙
見
信
仰
調
査
報
告
書
二
』
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、

平
成
五
年
）。

17　

福
田
豊
彦
・
服
部
幸
造
全
注
釈
『
源
平
闘
諍
録:

坂
東
で
生
ま
れ

た
平
家
物
語
』
下
（
講
談
社
、
平
成
十
二
年
）。

18　

前
掲
、
丸
井
敬
司
「『
千
学
集
』
を
め
ぐ
る
考
察
」。

19　

高
崎
市
冷
水
に
あ
る
小
祝
神
社
の
石
祠
に
は
「
妙
見
宮
乳
母
神
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
も
の
で
あ
る
。

千
葉
妙
見
の
伝
承
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

20　

樋
口
千
代
松
・
今
村
勝
一
共
編
『
上
野
志
料
集
成
２

上
毛
伝
説

雑
記
同
拾
遺
』
一
七
三
頁
（
臨
川
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
。
煥

乎
堂
、
大
正
六
年
刊
の
復
刻
）。

21　
『
神
道
大
系
神
社
編
二
五
上
野
・
下
野
国
』
一
九
二
頁
（
神
道

大
系
編
纂
会
、平
成
四
年
）。本
文
の
写
真
と
解
説
が
『
妙
見
寺
誌
』

に
載
る
。

22　
『
箕
郷
町
誌
』
四
八
一
頁
、
一
三
九
五
頁
（
箕
郷
町
教
育
委
員
会
、

昭
和
五
十
年
）。

23　

前
掲
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
〇
群
馬
県
の
地
名
』「
群
馬
郡
箕

郷
町
白
川
村
」
三
六
八
頁
。

24　

榎
本
千
賀
「『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
と
『
神
道
集
』
関

連
の
在
地
縁
起
資
料
」（『
西
郊
民
俗
』
一
九
三
号
、
西
郊
民
俗
談

話
会
、
平
成
十
七
年
十
二
月
）。

25　
『
上
毛
花
園
星
神
縁
記
』（
前
掲
、
大
島
由
紀
夫
『
神
道
縁
起
物
語

（
二
）』
一
一
二
頁
）
に
は
「
天
平
二
年
の
秋
よ
り
寛
治
七
年
迄
、

お
よ
そ
三
百
六
拾
餘
年
の
間
、
諸
堂
軒
を
連
ね
、
荘
厳
玉
を
磨
け

り
」
と
あ
る
。

26　
『
船
尾
山
柳
沢
寺
所
伝
ノ
縁
起
』
に
は
鎮
守
府
将
軍
義
家
が
常
将

の
烏
帽
子
親
で
あ
っ
た
と
あ
る
。

27　

前
掲
『
妙
見
信
仰
調
査
報
告
書
三
』
九
五
頁
。

28　

千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
特
別
展
図
録
『
妙
見
信
仰
と
羽
衣
伝
承
』

二
一
頁
（
千
葉
市
立
郷
土
博
物
館
、
平
成
十
九
年
）。

29　

大
蔵
坊
に
つ
い
て
は
、『
国
府
村
誌
』
六
〇
八
頁
〜
六
一
三
頁
（
国

府
村
誌
編
纂
委
員
会
、
昭
和
四
十
三
年
）、『
群
馬
町
誌
通
史
編

上
原
始
古
代
・
中
世
・
近
世
』
二
二
八
頁
、
三
九
七
頁
（
群
馬

町
誌
刊
行
委
員
会
、
平
成
十
三
年
）、『
新
編
高
崎
市
史
通
史
編

二
中
世
』
五
三
九
〜
五
四
九
頁
（
高
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、

平
成
十
二
年
）
参
照
。

30　

前
掲
、
榎
本
千
賀
「『
上
野
国
群
馬
郡
大
嶽
山
縁
記
』
と
『
神
道
集
』

関
連
の
在
地
縁
起
資
料
」。

31　

村
上
春
樹
『
将
門
伝
説
』「
第
二
章
平
将
門
伝
説
の
伝
播
と
展
開

四
修
験
者
の
伝
播
」（
汲
古
書
院
、
平
成
十
三
年
）。

32　
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
一
埼
玉
県
の
地
名
』「
山
本
坊
跡
」
三

四
五
頁
（
平
凡
社
、
平
成
五
年
）。
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33　
『
上
野
国
郡
村
誌
六
群
馬
郡
（
三
）』
一
〇
九
頁
（
群
馬
県
文
化

事
業
振
興
会
、
昭
和
五
十
六
年
）。

34　

前
掲
『
国
府
村
誌
』
六
二
六
頁
。『
日
本
歴
史
地
名
大
系
一
〇
群

馬
県
の
地
名
』「
西
国
分
村
」
三
八
一
頁
に
は
「
康
安
三
年
」
と

あ
る
が
、
康
安
は
二
年
ま
で
し
か
な
い
。

35　
『
群
馬
町
誌
資
料
編
一
原
始
古
代
中
世
』
七
七
二
頁
（
群
馬
町

誌
刊
行
委
員
会
、
平
成
十
年
）。

36　

前
掲
『
国
府
村
誌
』「
柳
沢
寺
観
音
堂
」
六
一
七
頁
。

37　
『
群
馬
町
誌
通
史
編
下
近
代
現
代
』
二
三
五
頁
（
群
馬
町
誌
刊

行
委
員
会
、
平
成
十
四
年
）。

（
あ
お
き
・
ゆ
う
こ　

二
〇
〇
二
年
度
博
士
後
期
課
程 　

単
位
修
得
退
学
）　




